





















子ぺと A JSj B -'ri c !¥'l 平凡 1 安定b'il幅呼J 伊定制局総)JiI!J
IPr.Y (Hfill) 2 (2 0) 2 (2 0) I (1 0) 













( 1 1 性絡倹査を通じての非行!~傾向をもっ生徒の性絡符撤
7 往絡検査名 矢田部ギル7オド性格倹査
イ 学年・性&1] 中学3年生男子









D 究l E Ji1 
計不安定li~彬不適応却 不安定結極非行型
1 (1 0 ) 4 (4 0) 1_O (1_00) 
3 (J 5) 2 (1 0) 20(100) 
6 3 0 
~弘 ( )内は百分比〕







| 湖底 ¥ A担 B型 C理l D司1 EI¥1 計
D 7.7 3.& 6.5 12.7 10.5 41.2 
C 且t 亘3 1.5 10.0 12.0 42.9 
I 31 3.0 1 2.7 7. 0 36.1 
N &.6 5.0 5.3 10.3 13.0 42.2 。 g.l 3.8 8.& 9.0 9.5 40.2 
Co 7.9 5.8 5.0 9.3 12 0 40.0 
Ag 10.9 7.0 6.8 8.0 13.5 46.2 . 
G 10.7 13.3 9.5 4.3 12. 0 U8 
R 10.0 .10 83 10.7 15.0 48.0 
T 量l 7.3 7.5 10.3 9. G 43.2 
A lL1 6.3 130 13.1 5.5 49.9 
S 9.4 7.5 10.5 13.0 6. 0 46.4 




申 ~f (非行 n) 
注連LA型 B型 C型 Dl! E型 計
D '8.5 4.0 4日 15.0 9. 5 nO 
C 8.1I 8.5 5. U 12.0 1 2.5 4邑日
I 115 u 8.0 16.0 10.8 50.3 
N 7.0 5.5 10.0 J4.0 115 180 。 9.0 3.5 &.0 9.0 113 40.8 
Co 9.0 7. 5 9.0 T. 0 10.8 43.3 
Ag 110 H5 6.0 '1 0 15. 8 54.3 
G 1 20 lI.S ιo O.O 13.3 5 0.8 
R 135 1 8.0 15.0 9.0 ) 1. 8 133 
T 10.5 6.5 3.0 12. (1 且5 40.5 
A 10.0 1 05 12.0 9.0 1 2.0 53.5 
S 10.0 3.0 15.0 12.0 9. 5 49.5 














































}]Ij ‘ 研究者 性別 人 数 I Q，平均 研究者 性 人 数 まjペイン ター 男子 5 0 8 0 メ IV 男 子 2 3 6 
，{ 一 ト 男子 I 9 1 8 9 サ 1)パ ン 男 子 3 5 3 9 0 
マツコー 1) 男子 1 0 0 g 5 マ シユ ー 女 子 3 4 1 8 1 
プリ yゾス 男子 1 3 0 g 2 プリyジス 女 子 3 3 8 8 
































































れ社会規制が弱化する。 ιのような地域に非行が多発している ζと ・ー般任・厳絡・不-Jiなどの・件居が近くにある。 ・夏休みな
が竹村 liの「広島市立tびにその周辺に関し非行車の比較並びに分 ど， r Jνパイ ト先が同じである。 ・純味が同じfよく気合:合う。
布謡JlJにあげられて指縞きれている。 ・そのIt!i。
イ 反社会的な悪慣習が残存1-，容認されている地銭 とれらの条件ω中でも家庭内の不安定・両忽の政任・学校生活へ








・ 幼少~友~---中学 l 年頃まで ・青年3t.友型ー ・中学2年よ
り寄校生 。混合型一括の広い年令層
(2)行動による分額











(2) リー ダー 一般に腕力主度胸のあるもの，織をみるに敏
なもの，知能の商いものが多くみられるタイプ。最近の傾向kして
(3)組織による分続 観して男らしくきうばりした性格・単花暴力で成員を制圧するとい






中学生を主体とするもの 3 1 3 52.1 % 
両校生を主体とするもの 1 2 3 11.. % 
小学生を主体とするもの 2 8 3.9 % 
そ の {色 1 8 4 26.0 % 











，ーサプリー ダー ， 幹部などの地位ができあがってくる。













-学業成績が悪いー・学業不振生徒0 ・ m~ は教師から悪 くみ ものへと傾斜し非行が発展する。
-6 6-













































































































か ・結合度の程度 ・他校または成人とのつながり ・家
庭ではどのように考えているか。
などである。次にEの調査分析のも止で綿密な指導計画を立てな
ければならない。指導計画を立てる際の項Rをまとめてみると，
・その集聞をj旨導するために何人の教師が笛力できるか ・地
域の各種織慣との連絡・協力はどの程度可能か ・ ~行集団一人
一人の家族への勉きかけはどの程度可能か・ ・中心となるIlt導教
締の時間的余裕とカウンセリングのlt術的な能力はどうかg
とれらについ℃十分なる験討を加えて指導方法を決定しなけれ
ばならない。指導方法として考えられるものを示すむ
・解体する方法 ・包含する方法 ・転換させる方法
いずれの方法叫用しても個人カウンセリング，グトプカウン
セリングが綴隠となる。また一番大切なとと民教師相互の意志統
でーある。
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